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亡
く
な
っ
た
亡
霊
を
慰
め
、
ま
だ
健
在
な
老
作
家
た
ち
に
、
日
の 
目
を
み
る
時
が
来
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
。
 
か
れ
の
元
日
の
日
記
か
ら
当
時
の
精
神
状
態
が
分
か
る
。
 
ー
九
ハ
七
年(
農
暦
丁
卯)
一
月
一
日
木
曜
日 
日
差
し
は
、
勉
強
机
と
客
間
を
と
お
り
こ
し
て
、
南
側
の 
部
屋
の
前
ま
で
照
ら
し
て
い
た
。
こ
れ
は
元
旦
の
太
陽
で
あ 
る
。
私
の
気
持
ち
を
象
徴
し
て
い
る
。
除
夜
の
鐘
を
聞
き
、
 
ス
ポ
ー
ツ
番
組
を
見
て
か
ら
、
私
の
一
年
の
幕
が
開
け
た
。 
、心
身
と
も
に
充
実
し
て
い
る
。
長
年
、
山
丁
は
『鴨
緑
江
』
の
通
信
教
授
を
務
め
て
い
た
。
月 
に
十
数
名
の
学
生
の
原
稿
に
手
を
入
れ' 
私
見
を
も
書
か
ね
ば
な 
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
佳
作
に
つ
い
て
『
鴨
緑
江
』
に
推
薦
し
て 
い
た
の
で
あ
る
。
教
え
子
の
な
か
に
も
、
優
秀
な
者
は
二
人
い
た
。
一
人
は
農
村 
出
身
の
女
性
、
彭
文
で
あ
る
。
か
の
女
は
、
『
鴨
緑
江
』
に
散
文 
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
も
う
一
人
は
、
遼
河
油
田
の
王
志
明 
で
あ
る
。
か
れ
は
、
現
在
、
雑
誌
『
地
火
』
の
編
集
を
し
て
い
る
。
 
著
作
も
多
く' 
一
九
九
五
年
に
二
十
万
字
か
ら
な
る
『
当
代
を
予 
告
す
る
宗
師
』
を
発
表
、
好
評
を
博
し
た
。
一
月
、
山
丁
の
と
こ
ろ
に
、
黄
万
華
か
ら
『
瀋
陽
文
学
芸
術
資 
料
」
第
四
輯
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
黄
の
書
い
た
「
東
北
郷
土
文
学
の
開
拓
者!
梁
山
丁
お
よ
び
東
北
淪
陥
時
期
の 
創
作
を
読
む!
！
」
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
、
山
丁
文
学
に
つ
い
て 
の
論
文
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
雑
誌
、
新
聞
に
数
多
く
見
ら
れ
た
。
 
一
月
二
十
六
日
、
黄
万
華
よ
り
手
紙
が
届
い
た
。
す
で
に
編
集 
に
取
り
か
か
っ
た
『
現
代
文
学
大
辞
典
』
で
は
、
山
丁
の
『
緑
の 
谷
』
と
作
品
に
登
場
す
る
霍
鳳
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
主
要
作
品
類
」 
と
「
人
物
様
相
類
」
に
収
録
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
だ 
っ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
山
丁
の
『
緑
の
谷
』
の
再
評
価
に
積 
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
二
月
、
山
丁
夫
妻
は
長
春
で
春
節
を
迎
え
た
。
長
春
で
冷
歌
、
 
廬
湘
、
常
毅
、
曹
懐
藩
な
ど
の
旧
友
と
会
っ
た
。
春
節
の
後
、
か
れ
は
『
緑
の
谷
』
再
版
の
た
め
に
、
前
書
き
を 
書
い
た
が
、
後
に
、
こ
れ
を
再
版
瑣
記
「
万
年
松
の
葉
は
青
い
」 
と
換
え
た
。
四
月
に
、
山
丁
は
前
妻
の
死
去
十
周
年
に
際
し
て
、
長
女
が
書 
い
た
『
羅
麦
詩
文
集
』
に
『
生
と
死
の
十
年
間
』
を
よ
せ
た
。
亡 
き
妻
に
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
山
丁
は
羅
麦
と
の
間
に
子
供
が
三 
人
い
る
。
文
革
の
十
年
間
に
理
不
尽
な
迫
害
を
受
け
、
と
う
と
う 
自
分
の
作
品
の
再
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
四
月
七
日' 
ア
メ
リ
カ
の
学
者
葛
浩
文(
ゴ
ー
ル
ド
・
ブ
ラ
ッ 
ド)
は' 
瀋
陽
へ
山
丁
を
訪
ね
て
来
た
。
当
時
、
外
国
人
と
の
接
74
触
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
が
あ
っ
た
た
め
、
省
作
家
協
会
主
席
の 
金
河
、
副
主
席
の
暁
丸
に
付
き
添
わ
れ
、
山
丁
は
老
幹
部
会
議
室 
で
葛
浩
文(
ゴ
ー
ル
ド
・
ブ
ラ
ッ
ド)
と
会
見
し
た
。
葛
浩
文
は
中 
国
語
を
流
暢
に
話
せ
る
た
め
、
山
丁
の
緊
張
は
、
幾
分
か
和
ら
げ 
ら
れ
た
。
か
れ
ら
は
、
葛
浩
文
の
新
作
『蕭
紅
評
伝
』
を
め
ぐ
っ 
て
、
い
く
つ
か
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
最 
後
に
、
互
い
に
自
作
を
交
換
し
て
、
一
時
間
に
お
よ
ぶ
会
談
は
終 
わ
っ
た
。
山
丁
は
暇
を
み
て' 
計
十
五
万
字
の
「
東
北
作
家
史
話
」
、
「
東 
北
作
家
群
」
、
「
文
壇
交
遊
録
」
な
ど
の
文
学
回
想
録
を
書
き
進
め 
て
い
た
。
黒
竜
江
北
方
出
版
社
か
ら
出
版
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
 
資
金
困
難
の
た
め
頓
挫
し
た
。
四
月
末
、
『
緑
の
谷
』
の
初
稿
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
本
の 
再
版
は
意
義
重
大
な
た
め
、
山
丁
は
非
常
に
慎
重
に
校
正
に
臨
ん 
で
い
た
。
五
月
十
二
日
、
山
丁
は
馬
加
、
方
氷
、
謝
挺
宇
、
思
基
、
暁
丸
、
 
単
復
、
陳
言
な
ど
と
、
『
作
家
生
活
報
』
、
『
芒
種
』
、
『
詩
潮
』
、
 
『
文
芸
広
角
』
が
主
催
し
た
「
毛
沢
東
の
延
安
文
芸
座
談
会
で
の 
談
話
」
四
十
五
周
年
を
記
念
す
る
座
談
会
に
参
加
し
た
。 
十
七
日
、
山
丁
は
省
文
化
庁
が
主
催
し
た
「
毛
沢
東
の
延
安
文 
芸
座
談
会
で
の
談
話
」
四
十
五
周
年
の
座
談
会
に
も
誘
わ
れ
た
。
山
丁
は
、
延
安
で
毛
沢
東
の
講
話
を
自
分
の
耳
で
聞
い
た
こ
と
は 
な
か
っ
た
が
、
か
れ
は
毛
沢
東
の
講
話
の
学
習
に
極
め
て
真
面
目 
に
取
り
組
ん
だ
。
六
月
十
五
日
、
山
丁
に
と
っ
て
は
記
念
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
。
 
こ
の
日
は
山
丁
の
名
誉
回
復
し
て
ハ
周
年
の
記
念
日
で
あ
り
、
 
ま
た
長
編
小
説
『
緑
の
谷
』
を
再
版
す
る
日
で
も
あ
っ
た
。
四
十 
五
年
前
、
『
緑
の
谷
』
を
出
版
す
る
や
、
日
本
人
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ 
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
、
東
北
を
追
わ
れ
る
羽
目
に
な
っ
た
。
三
十
年 
前
の
一
九
五
七
年
に
は
、
『
緑
の
谷
』
が
日
本
人
に
よ
っ
て
翻
訳 
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
「
漢
奸
文
人
」
、
「
歴
史
反 
革
命
分
子
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ' 
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
。
今 
日
、
そ
の
『
緑
の
谷
』
が
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
感
無 
量
で
あ
っ
た
。
六
月
い
っ
ぱ
い
、
山
丁
は
本
の
仕
分
け
や
、
本
を
友
人
に
郵
送 
す
る
の
に
忙
し
か
っ
た
。
六
月
二
十
六
日
、
『瀋
陽
晩
報
』
記
者
の
張
秋
協
が
、
山
丁
の 
自
宅
で
か
れ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
山
丁
は
自
分
が
文
学
の
道 
を
選
択
し
た
経
緯
を
話
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
一
九
ハ 
七
年
七
月
七
日
の
『瀋
陽
晩
報
』
に
、
「
東
北
の
豊
か
な
大
地
に 
根
を
降
ろ
し
て
」
と
題
し
て
、
掲
載
さ
れ
た
。
七
月
二
日
に
、
『
体
育
天
地
』
第
二
版
に
、
馬
鵬
挙
が
書
い
た
75
「
質
素
な
食
を
と
り' 
多
く
歩
き
、
怒
ら
ず' 
家
庭
円
満-
-
老 
作
家
梁
山
丁
の
養
生
の
道
を
語
る
」
が
発
表
さ
れ
た
。
七
月
三
日
に
、
山
丁
は
北
京
に
出
向
き
、
蕭
軍
の
八
十
歳
の
誕 
生
祝
い
に
参
加
し
た
。
山
丁
は
蕭
軍' 
蕭
紅
、
羅
烽
、
白
朗
と
、
 
ー
九
三
三
年
に
文
学
を
と
い
う
共
通
の
趣
向
か
ら
親
友
に
な
っ
た
。
 
名
誉
回
復
さ
れ
て
か
ら
、
山
丁
は
蕭
軍
ら
旧
友
人
と
依
然
と
し
て 
親
密
な
付
き
合
い
を
し
て
い
る
。
北
京
か
ら
瀋
陽
に
戻
っ
て
く
る 
と
、
山
丁
は
詩
『
北
京
行
』
を
書
い
て
、
一
九
ハ
七
年
ハ
月
十
四 
日
の
『
文
学
信
息
』
に
発
表
し
た
。
七
月
五
日
、
山
東
大
学
か
ら
高
蘭
教
授
が
死
去
し
た
通
知
を
も 
ら
っ
た
。
計
報
を
聞
い
た
山
丁
は
、
非
常
に
深
い
悲
し
み
に
陥
っ 
た
。
高
蘭
は
著
名
な
詩
人
で
あ
る
。
一
九
ハ
三
年
に
済
南
で
開
か 
れ
た
学
会
に
参
加
し
た
お
り
、
高
蘭
を
訪
ね
た
こ
と
が
今
も
忘
れ 
ら
れ
な
か
っ
た
。-
七
月
十
六
日
、
『
瀋
陽
晩
報
』
は
、
李
正
中
の
「
山
丁
と
『
緑 
の
谷
』
」
を
発
表
し
た
。
山
丁
の
長
編
小
説
『
緑
の
谷
』
は
、
「
東 
北
淪
陥
時
期
系
列
叢
書
」
と
し
て
、
社
会
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん 
だ
。
再
版
さ
れ
て
か
ら
、
紹
介
や
評
論
の
文
章
は
国
内
外
の
新
聞 
を
賑
わ
し
た
。
『
緑
の
谷
』
の
再
版
を
祝
う
た
め
に
、
瀋
陽
に
あ
る
山
丁
の
自 
宅
に
二
十
人
の
友
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
九
月
、
友
人
の
陳
睫
が
、
山
丁
に
会
い
に
瀋
陽
へ
来
た
。
二
人 
は
、
南
甸
の
方
未
艾(
方
曦)
を
訪
ね
た
。
方
未
艾
は
共
産
党
員 
か
つ
、
元
ソ
連
共
産
党
員
で
も
あ
り
、
山
東
大
学
教
授
だ
っ
た
。
 
し
か
し
、
反
右
派
闘
争
や
、
文
化
大
革
命
で
職
を
失
っ
た
。
現
在
、
 
方
未
艾
は
本
渓
市
政
治
協
商
委
員
会
委
員
で
あ
る
。
方
は
蕭
軍
の 
学
友
で
あ
り
、
 
陳̂
や
山
丁
と' 
三
十
年
代
の
友
人
で
あ
る
。
山 
丁
は
陳
隴
と
三
日
間
滞
在
し
て
か
ら
、
瀋
陽
に
戻
っ
た
。
 
十
月
中
旬
、
遼
寧
大
学
教
授
、
瀋
陽
市
副
市
長
張
毓
茂
が
、
山 
丁
に
二
冊
の
本
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
『
二
十
世
紀
中
国
両
岸 
文
学
史
』
、
『
蕭
軍
伝
』
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
一
万
字
に
お 
よ
ぶ
『
緑
の
谷
』
の
評
論
を
も
渡
し
て
く
れ
た
。
こ
の
時
期
に
、
山
丁
は
中
国
作
家
協
会
の
正
会
員
に
よ
う
や
く 
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
入
会
は
山
丁
に
と
っ
て
は
か
ね
て
か
ら
の 
夢
が
か
な
っ
た
。
山
丁
は
本
を
出
版
す
る
た
び
に
、
保
存
の
た
め
に
中
国
文
学
館 
に
寄
贈
し
て
い
た
。
近
年
は
、
長
春
図
書
館
や
瀋
陽
図
書
館
か
ら 
も
、
山
丁
の
作
品
の
保
存
の
た
め
に
、
作
品
の
寄
贈
を
要
請
さ
れ 
て
い
る
。
『
緑
の
谷
』
が
再
版
さ
れ
て
か
ら
、
山
丁
は
男
性
作
家
小
説
選 
集
『
石
隙
丹
楓
』(
後
、
『燭
心
集
』
に
改
名)
の
出
版
に
取
り
か
か 
っ
た
。
十
二
月
末
に
、
十
六
人
の
作
家
の
伝
記
を
完
成
し
た
。
こ
76
の
十
六
人
の
う
ち
に
は
、
す
で
に
健
在
の
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
 
伝
記
を
正
確
に
書
く
に
は
、
困
難
を
と
も
な
う
箇
所
が
あ
り
、
か 
な
り
の
精
力
と
時
間
を
費
や
し
た
。
よ
く
、
前
書
き
は'
「
本
の
目
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
山
丁 
は
、
こ
の
本
の
前
書
き
を
年
末
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ 
た
。
一
月
の
間' 
昼
も
夜
も
努
力
し
て
、
一
万
字
の
前
書
き
、
 
『
好
か
れ
る
ミ
ュ
ー
ズ
神
』
を
書
き
終
え
た
。
一
九
ハ
ハ
年 
七
十
五
歳
山
丁
の
趣
味
は
囲
碁
で
あ
る
。
し
か
も
、
な
か
な
か
の
腕
前
で 
あ
る
。
前
年
の
春
節
と
敬
老
の
日
に
、
定
年
し
た
幹
部
は
、
文
化 
界
と
囲
碁
の
試
合
を
催
し
た
。
今
年
も
春
節
が
終
わ
っ
て
早
々
に
、
 
省
作
家
協
会
と
省
出
版
社
の
主
催
で
囲
碁
の
試
合
を
や
っ
た
。
チ 
ヤ
ン
ピ
オ
ン
と
第
二
位
は
、
馬
加
と
山
丁
だ
っ
た
。
山
丁
は
長
い
収
容
所
生
活
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
も
貴
重
な
創
作 
時
間
を
奪
わ
れ
た
。
か
れ
は
晩
年
の
残
り
少
な
い
限
ら
れ
た
時
間 
を
十
分
に
利
用
し
、
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
る
。
元
旦
が
過
ぎ 
る
と
、
か
れ
は
著
作
目
録
と
資
料
を
整
理
し
始
め
た
。
一
月
二
十
八
日
、
原
洸
南
連
合
中
学
生
で
、
現
黒
竜
江
省
郵
電 
局
局
長
の
趙
凡
が
、
瀋
陽
へ
出
張
に
来
た
つ
い
で
に
、
山
丁
を
訪 
ね
た
。
資
料
を
残
す
た
め
に
、
趙
凡
は
山
丁
の
日
常
生
活
か
ら
原
稿
を
書
く
姿
ま
で
丹
念
に
録
画
を
取
っ
た
。
三
月
二
十
二
日
、
山
丁
は
癌
に
か
か
っ
て
、
海
軍
病
院
に
入
院 
中
の
蕭
軍
を
、
北
京
に
見
舞
っ
た
。
山
丁
が
遼
寧
省
の
友
人
の
労 
い
の
言
葉
を
伝
え
る
と
、
蕭
軍
は
た
ん
へ
ん
感
激
し
、
「
皆
さ
ん 
は
私
を
心
配
し
、
私
も
皆
さ
ん
の
こ
と
を
案
じ
て
い
る
。
誠
に
大 
吉
だ
。
」
と
書
い
て
く
れ
た
。
こ
の
短
い
言
葉
が' 
蕭
軍
の
絶
筆 
に
な
っ
た
。
山
丁
は
北
京
に
半
月
ほ
ど
留
ま
り
、
四
月
の
初
め
に
瀋
陽
に
戻 
っ
た
。
蕭
軍
と
の
対
面
は
こ
れ
が
最
後
に
な
る
と
は
、
夢
に
も
思 
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
、
山
丁
の
再
版
さ
れ
た
『
緑
の
谷
』
を
評
価
す
る
詩 
歌
や
文
章
は
、
依
然
と
し
て
新
聞
と
雑
誌
に
よ
く
見
ら
れ
た
。
詩 
人
の
劉
丹
華
は
、
一
九
八
ハ
年
四
月
十
八
日
の
『
遼
寧
日
報
』
に
、
 
『
再
び
「
緑
の
谷
」
を
読
ん
で
』
を
発
表
し
た
。
四
月
に
、
山
丁
は
『
小
学
生
学
習
指
導
』
に
頼
ま
れ
て
、
は
し 
が
き
に
十
八
行
の
詩
『
先
生
の
目
か
ら
』
を
書
い
た
。
五
月
十
五
日' 
山
丁
は
社
会
科
学
院
副
院
長
の
呂
欽
文
に
招
か 
れ
て
、
中
央
文
学
研
究
所
研
究
員
徐
遒
翔
が
主
催
す
る
小
規
模
な 
座
談
会
に
参
加
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
中
央
文
学
研
究
所
が
吉
林 
社
会
科
学
院
に
委
託
し
て
、
召
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
座
談
会
は
、
 
『
中
国
現
代
作
家
作
品
研
究
資
料
叢
書
』(
『
中
国
現
代
文
学
資
料
編
77
集
」
甲
、
乙
二
種
類
が
含
ま
れ
る
。)
の
出
版
に
つ
い
て
、
山
丁
の
意 
見
を
求
め
た
。
六
月
二
十
三
日
朝
、
中
央
放
送
局
は
蕭
軍
が
一
九
ハ
ハ
年
六
月 
二
十
二
日
朝
五
十
分
に
死
去
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
た
。
計
報
を 
聞
い
た
山
丁
は
、
悲
し
み
に
堪
え
な
が
ら
、
電
話
で
馬
加
、
張
毓 
茂
に
も
知
ら
せ
た
。
当
日
の
夜
、
山
丁
は
さ
っ
そ
く
北
京
に
出
向 
い
た
。
山
丁
と
蕭
軍
と
の
友
情
は
、
三
十
年
代
に
築
き
上
げ
た
も
の
で 
あ
る
。
五
十
年
の
う
ち
に' 
互
い
に
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
に
耐
え
て 
き
た
。
一
九
七
九
年
七
月
、
名
誉
回
復
し
た
後
す
ぐ
、
真
つ
先
に 
同
じ
く
名
誉
回
復
し
た
ば
か
り
の
蕭
軍
を
訪
ね
た
。
し
か
し' 
そ 
の
十
年
後
に
蕭
軍
は
病
魔
に
尊
い
命
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。 
北
京
で
の
蕭
軍
の
追
悼
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
蕭
軍
夫
人
の
王 
徳
芬
お
よ
び
家
族
が
蕭
軍
記
念
文
集
の
出
版
を
希
望
し
た
た
め
、
 
責
任
重
大
な
こ
の
仕
事
も
ま
た
、
山
丁
が
に
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。 
北
京
に
い
る
間
に
、
山
丁
は
ま
ず
周
り
の
蕭
軍
の
旧
友
な
ど
に
、
 
広
く
原
稿
を
依
頼
し
た
。
瀋
陽
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
山
丁
は
編 
集
委
員
会
を
組
織
し
、
皆
の
力
で
集
金
し
た
り
、
原
稿
を
集
め
た 
り
し
て
い
た
。
参
加
者
に
は
、
省
作
家
協
会
の
方
氷
、
于
鉄
、
老 
作
家
の
李
正
中
、
于
雷
、
遼
寧
春
風
文
芸
出
版
社
副
編
集
者'
瀋 
陽
市
副
市
長
の
張
毓
茂
お
よ
び
蕭
軍
の
生
前
旧
友
、
陳
睫
、
廬
湘
な
ど
が
い
た
。
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
、
ま
る
三
年
間
か
か
っ 
た
。
一
九
九
一
年
三
月
四
日
に
、
遼
寧
省
作
家
出
版
大
廈
で
『
蕭 
軍
記
念
集
』
発
行
記
念
行
事
を
催
し
た
。
ハ
月
、
『瀋
陽
日
報
』
に
山
丁
が
書
い
た
『
蕭
軍
が
微
笑
ん
で 
い
る
』
と
、
蕭
軍
の
霊
前
で
、
方
未
艾
、
陳̂
と
と
も
に
撮
影
し 
た
写
真
を
掲
載
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
、
『
遼
寧
大
学
学
報
』
の
一
九
ハ
ハ
年
第
三 
期
に
、
中
国
文
学
教
授
の
張
毓
茂
が
書
い
た
『
山
丁
の
「
緑
の 
谷
」
を
評
す
る
』
が
発
表
さ
れ
た
。
『
蕭
軍
記
念
集
』
の
手
助
け
す
る
た
め
に
、
蕭
軍
の
娘
の
蕭
耘 
と
夫
の
王
建
中
が
ハ
月
中
旬
、
山
丁
の
家
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
。
 
記
念
集
の
出
版
で
、
一
番
の
問
題
は
金
銭
問
題
だ
っ
た
。
方
氷
と 
郭
鋒
が
、
資
金
集
め
に
、
奔
走
し
て
く
れ
た
。
九
月
、
広
西
人
民
出
版
社
が
、
黄
万
華
編
の
『新
秋
海
棠
』
を 
出
版
し
た
。
山
丁
の
『
双
子
』(
『挛
生
』)
も
収
録
さ
れ
た
。 
十
二
月
、
山
丁
が
編
集
し
た
『
東
北
文
学
研
究
資
料
』
第
七
輯 
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
輯
は
、
『
蕭
軍
記
念
専
輯
』
と
し
て
、
瀋 
陽
で
印
刷
し
た
。
印
刷
の
質
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
、
山
丁
は
印 
刷
工
場
で
半
月
ほ
ど
事
業
員
と
組
版
を
し
た
り
、
校
正
し
た
り
し 
た
。
山
丁
は
古
希
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 
自
分
の
行
動
で
親
友
の
蕭 
軍
に
精
一
杯
敬
意
を
は
ら
っ
た
の
だ
っ
た
。
78
一
九
ハ
ハ
年
、
湖
南
文
芸
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
中
国
現 
代
文
学
作
家
ペ
ン
ネ
ー
ム
録
』
に
、
山
丁
に
関
す
る
箇
所
が
あ
っ 
た
。
同
年
、
中
国
鉱
業
大
学
出
版
社
が
出
版
し
た
『
中
国
現
代
文 
学
辞
典
』(
徐
菜
街
、
徐
瑞
岳
主
編)
に
山
丁
の
『
山
風
』
、
『
季
季 
草
』
、
『
緑
の
谷
』
が
載
っ
た
。
一
九
ハ
九
年 
七
十
六
歳
『蕭
軍
記
念
集
』
の
初
稿
が
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
た
。
一
日 
も
早
く
世
に
問
う
た
め
に
、
山
丁
は
懸
命
に
原
稿
に
目
を
通
し
た
。
 
同
時
に
、
長
女
が
編
集
し
て
い
る
『
羅
麦
詩
文
集
』
も
手
伝
っ
て 
い
た
。
五
月
、
山
丁
は
『
羅
麦
詩
文
集
』
の
序
に
よ
せ
る
「
『
良
い
子
』
、
 
こ
ん
に
ち
は
、
保
母
さ
ん
」
を
書
き
終
え
た
。
六
月
、
山
丁
は
哈
爾
濱
文
学
院
理
事
、
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
 
ハ
月
、
山
丁
が
編
集
し
た
「
東
北
淪
陥
時
期
系
列
叢
書
」
、
男 
性
作
家
小
説
選
『
燭
心
集
』
が
、
遼
寧
春
風
文
芸
出
版
社
か
ら
出 
版
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
当
初
『
石
隙
丹
楓
』
と
名
付
け
て
い
た
が
、
 
蕭
軍
死
去
一
周
年
を
記
念
し
て
、
蕭
軍
の
作
品
『
燭
心
』
に
借
り 
て
、
新
た
に
『
燭
心
集
』
に
し
た
。
『
燭
心
集
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
黒
竜
江
省
文
学
学
会
と
哈 
爾
濱
文
学
院
は
共
同
で
、
『
燭
心
集
』
出
版
記
念
の
座
談
会
を
開
い
た
。
参
加
者
は
、
淪
陥
時
期
文
学
が
抗
日
戦
争
期
間
に
果
た
し 
た
役
割
を
改
め
て
評
価
し
た
。
山
丁
夫
妻
と
責
任
編
集
者
の
部
文 
も
座
談
会
に
参
加
し
た
。
山
丁
夫
妻
は' 
部
文
と
座
談
会
に
参
加
す
る
以
外
に' 
ま
た 
「
東
北
淪
陥
時
期
系
列
叢
書
」(
す
で
に
三
冊
を
上
梓
し
た)
を
編 
集
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
苦
労
が
多
く
、
疲
労
を
感
じ
て
い
る
。 
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
に
、
山
丁
夫
妻
は
部
文
を
誘 
い
、
哈
爾
濱
、
牡
丹
江
、
鏡
泊
湖
な
ど
を
観
光
し
て
、
ハ
月
十
八 
日
に
瀋
陽
に
帰
っ
た
。
十
月
の
敬
老
の
日
に
、
遼
寧
省
作
家
協
会
と
遼
寧
出
版
社
は
、
 
老
人
囲
碁
の
試
合
を
主
催
し
た
。
結
局
、
老
作
家
の
陳
嶼
に
チ
ャ 
ン
ピ
オ
ン
を
も
っ
て
い
か
れ
、
山
丁
は
二
位
だ
っ
た
。
十
月
末
に
、
省
作
家
協
会
老
幹
部
処
は
定
年
し
た
老
作
家
を
組 
織
し
て
、
南
方
の
沿
海
諸
都
市
に
観
光
に
出
か
け
た
。
一
行
は
、
 
瀋
陽
か
ら
ま
ず
車
で
大
連
ま
で
行
き
、
大
連
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
福 
州
に
到
着
し
た
。
福
州
で
は
、
幹
部
療
養
院
に
落
ち
着
い
た
。
 
老
作
家
一
行
は
福
建
省
の
鼓
浪
嶼
、
武
夷
山
、
九
曲
、
廈
門
、
 
廈
門
植
物
園
、
泉
州
、
石
獅
な
ど
を
観
光
し
た
。
帰
り
に' 
山
丁 
は
北
京
と
天
津
に
立
ち
寄
っ
た
。
天
津
で
、
李
光
烂
の
未
亡
人
、
 
山
丁
の
義
妹
に
あ
た
る
羅
平
一
家
を
訪
ね
た
。
李
光
烂
は
、
元
遼 
寧
大
学
副
学
長
だ
っ
た
。
後
、
南
開
大
学
法
学
研
究
所
に
転
勤
し
79
た
。
一
九
ハ
ハ
年
六
月
二
十
四
日
に
病
死
し
た
。
両
家
は
数
十
年 
来
親
し
く
つ
き
合
っ
て
き
た
親
戚
で
も
あ
る
。
こ
の
後' 
山
丁
は 
船
で
大
連
ま
で
戻
っ
た
。
大
連
療
養
院
に
十
年
以
上
、
入
院
し
て 
い
た
元
上
司
の
田
手
を
見
舞
っ
た
。
羅
麦
の
姉
に
も
会
っ
た
。
 
四
十
日
の
長
旅
を
終
え
て
、
山
丁
は
瀋
陽
に
戻
っ
た
。
今
回
の 
旅
は
、
名
所
旧
跡
を
満
喫
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
の
第
十
一 
次
三
中
全
会
後
に
、
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
た
改
革
開
放
政
策
を 
目
の
当
た
り
に
し
て
、
大
満
足
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
こ
の
古
希 
に
近
い
老
人
は
、
武
夷
山
、
七
星
岩
に
登
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
驚
異
的
な
精
神
力
と
体
力
を
証
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
旅
行 
中
に
瞬
間
的
に
失
明
し
た
り
、
目
眩
し
た
り
す
る
よ
う
な
症
状
が 
出
て
お
り
、
身
体
に
潜
ん
で
い
る
病
魔
は
山
丁
を
少
し
ず
つ
迫
っ 
て
き
て
い
た
の
だ
っ
た
。
山
丁
は
『蕭
軍
記
念
集
』
の
一
日
も
早
い
出
版
の
た
め
に' 
相 
変
わ
ら
ず
日
々
勤
し
ん
だ
。
『
燭
心
集
』
が
出
版
さ
れ
た
後' 
新
聞
に
紹
介
さ
れ
、
評
論
な 
ど
も
次
か
ら
次
へ
と
発
表
さ
れ
、
多
忙
な
山
丁
の
心
を
和
ま
せ
て 
く
れ
た
。
広
西
人
民
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
中
国
現
代
文
学
詞
典
』 
に
、
山
丁
の
短
編
小
説
『
山
風
』
、
長
編
小
説
『
緑
の
谷
』
、
短
編 
小
説
『
郷
愁
』
、
『
豊
年
』
を
収
録
さ
れ
た
。
「
著
名
人
物
様
相
」
の
項
に
は
、
「
霍
鳳
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
瀋
陽
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
 
張
毓
茂
著
の
『
東
北 
新
文
学
論
叢
』
に
は
、
『
「
緑
の
谷
」
を
探
求
す
る
』
が
掲
載
さ
れ 
た
。山
丁
は
『
遼
寧
老
年
報
』
一
九
八
九
年
一
月
号
に
、
詩
『
羅
烽 
の
長
寿
を
遙
か
な
祈
る
』
を'
『
新
文
学
史
料
』
一
九
ハ
九
年
第 
二
期
に
、
回
想
録
『
蕭
軍
の
不
死
の
精
神
』
を
発
表
し
た
。
一
九
九
〇
年 
七
十
七
歳
一
月
十
日
の
早
朝
三
時
に
、
山
丁
は
、
突
然
、
四
肢
が
動
が
な 
く
な
り
、
言
語
も
不
明
瞭
に
な
っ
た
。
明
ら
か
に
、
老
年
性
脳
梗 
塞
の
症
状
だ
っ
た
。
幸
い
に
し
て
、
直
ち
に
入
院
し
た
お
か
げ
で
、
 
一
命
を
取
り
と
め
た
。
入
院
中
に
「
竜
胆
溶
栓
沖
服
剤
」
を
服
用 
し
て
か
ら
、
特
に
効
き
目
著
し
く
、
病
状
は
め
っ
き
り
軽
く
な
っ 
た
。
治
療
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に' 
皆
か
ら
、
大
連
で
の
療
養 
を
勧
め
ら
れ
た
。
ー
九
ハ
ハ
年
七
月
以
来
、
山
丁
は
、
二
十
五
万
字
の
『蕭
軍
記 
念
専
輯
』(
『東
北
研
究
史
料
』
第
七
輯)
、
七
十
万
字
の
『
蕭
軍
記 
念
集
』
を
一
年
四
ヶ
月
の
短
い
期
間
に
上
梓
さ
せ
た
。
編
集
委
員 
は
ほ
か
に
も
何
人
か
い
た
が
、
山
丁
は
総
責
任
者
と
し
て
陣
頭
指 
揮
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
膨
大
な
原
稿
の
な
か
か
ら
、 80
必
要
な
も
の
を
抽
出
す
る
こ
と
は
、
七
十
後
半
の
老
人
に
と
っ
て
、
 
並
大
抵
の
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
山
丁
は
大
連
で
の
療
養
を
受
け
入
れ
た
。
『
蕭
軍
記
念
集
』
に 
残
さ
れ
た
未
完
の
仕
事
は
、
副
編
集
長
の
郭
鋒
な
ど
に
託
し
た
。
 
三
月
ー
ー
十
三
日
、
山
丁
は
病
気
を
抱
え
な
が
ら
、
長
女
の
羅
穎 
主
編
の
『
羅
麦
詩
文
集
』
研
究
会
に
参
加
し
た
。
三
月
二
十
七
日
、
山
丁
は
省
作
家
協
会
処
処
長
の
張
家
利
、
山 
丁
夫
人
、
長
女
に
伴
わ
れ
「
遼
東
半
島
号
」
で
、
大
連
幹
部
療
養 
院
に
向
か
つ
た
。
出
発
す
る
前
に
旧
友
の
李
正
中
は
、
山
丁
に
詩 
を
書
い
て
送
っ
た
。
山
丁
に
対
す
る
友
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て 
い
る
。
山
丁
は
大
連
で
五
ケ
月
の
療
養
生
活
を
送
っ
た
。 
最
初
の
ニ
ケ
月
弱
の
間
、
毎
日
、
午
前
中
に
点
滴
の
治
療
を
受 
け
た
。
午
後
は
、
同
じ
療
養
所
に
い
る
患
者
、
特
に
東
北
三
省
か 
ら
療
養
に
来
た
文
学
界
の
人
達
と
歓
談
し
、
情
報
交
換
し
た
。
 
メ
ー
デ
ー
が
過
ぎ
る
と
、
点
滴
は
中
止
さ
れ' 
投
薬
治
療
だ
け 
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
山
丁
は
、
外
出
も
許
可
さ
れ
る
ほ
ど
回
復 
し
て
い
た
。
か
れ
は
と
き
ど
き
夫
人
に
伴
わ
れ
て
、
大
連
市
内
の 
街
や
公
園
を
散
策
し
た
り
、
商
店
街
で
生
活
用
品
を
買
っ
た
り
し 
た
。
山
丁
が
も
っ
と
も
好
き
な
の
は
、
本
屋
へ
行
く
こ
と
だ
っ
た
。
 
半
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
山
丁
は
多
く
の
本
を
購
入
し
、
病
室
に
あ
る
事
務
机
に
は
、
本
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い
た
。 
文
人
ど
う
し
の
交
流
は
、
書
簡
が
多
い
。
山
丁
は
、
ほ
と
ん
ど 
毎
日
手
紙
を
書
い
て
い
た
。
お
見
舞
い
の
手
紙
や
仕
事
の
書
類
も 
毎
日
の
よ
う
に
き
て
い
た
。
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
、
山
丁
の 
代
わ
り
に
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
た
郭
鋒
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。 
山
丁
は
た
ま
に
詩
を
書
い
て' 
友
人
に
送
っ
た
。
毛
沢
東
の 
『
延
安
文
芸
座
談
会
で
の
講
話
』
発
表
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
 
山
丁
は
詩
『
あ!
私
は
生
き
て
い
る
』
を
書
い
て
、
哈
爾
濱
の 
友
人
に
送
り
、
後'
『
文
学
信
息
』(
一
九
九
〇
年
五
十
一
期)
に
発 
表
し
た
。
哈
爾
濱
文
学
連
合
会
の
主
席
劉
樹
声
は
、
こ
の
詩
を 
『
詩
林
』
に
紹
介
し
、
『
詩
林
』
五
月
号
は
山
丁
の
こ
の
詩
を
転 
載
し
た
。
現
在
、
『
梁
山
丁
詩
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
目
が
醒
め
る
と
、
爽
や
か
な
朝
を
見
た 
真
つ
赤
な
太
陽
が
、
ゆ
っ
く
り
と
昇
っ
て
き
た 
あ' 
私
は
生
き
て
い
る!
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 
命
の
虹
の
よ
う
に
目
が
醒
め
る
と
、
黄
昏
を
見
た 
南
山
の
夜
景
は
華
や
か
だ 
あ' 
私
は
生
き
て
い
る!
81
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 
星
輝
く
夜
空
は
、
ま
る
で
童
話
の
世
界
だ 
目
が
醒
め
る
と
、
真
夜
中
を
見
た 
夜
空
に
弓
張
月
が
架
か
っ
て
い
る 
あ
、
私
は
生
き
て
い
る!
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
郷
土
小
説
を 
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
詩
か
ら
は
、
山
丁
の
文
学
へ
の
執
着
心
、
深
い
愛
を
感
じ
と
る 
こ
と
が
で
き
る
。
六
月
ハ
日
、
郭
鋒
が
『
蕭
軍
記
念
集
』
の
初
稿
を
山
丁
に
見
て 
も
ら
お
う
と
持
っ
て
き
た
。
当
初
、
瀋
陽
の
編
集
委
員
た
ち
は
、
 
山
丁
の
健
康
状
態
を
配
慮
し
、
初
稿
を
見
せ
な
い
つ
も
り
だ
っ
た 
が
、
山
丁
は
ど
う
し
て
も
初
稿
を
自
ら
見
な
い
と
安
心
し
な
い
と 
聞
か
な
か
っ
た
。
山
丁
は
九
時
に
就
寝
と
い
う
療
養
院
の
規
定
を
破
り
、
夜
遅
く 
ま
で
、
初
稿
を
読
ん
で
い
た
。
か
れ
は
、
十
八
日
に
郭
鋒
が
瀋
陽 
に
帰
る
ま
で
に
間
に
合
、つ
よ
う
に
、
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
 
六
十
四
万
字
の
原
稿
を
読
み
終
え
た
の
だ
っ
た
。
六
月
二
十
日
、
山
丁
は
夫
人
同
伴
で
、
錦
県
で
行
わ
れ
た
蕭
軍 
納
骨
儀
式
に
参
加
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
、
蕭
軍
の
生
前
の
旧
友
、
陳
睫
、
廬
湘
、
方
未
艾
、
関
沫
南
、
李
正
中
夫
妻
、
郭
鋒
夫
妻
、
 
里
楊
夫
妻
、
劉
樹
声
、
張
毓
茂
、
お
よ
び
蕭
軍
未
亡
人
王
徳
芬
と 
親
族
が
参
列
し
た
。
蕭
軍
の
墓
は
、
錦
県
(
現
在
は
凌
海
市)
の
凌
河
公
園
の
東
北 
に
建
て
ら
れ
た
。
敷
地
は
約
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル' 
墓
前
に
骨
箱 
が
置
か
れ
、
両
側
に
花
束
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
墓
碑
に
は
、
蕭 
軍
が
生
前
に
書
い
た
七
言
絶
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
文
武
と
も
に
思
う
通
り
に
行
か
ず 
青
春
に
多
く
の
悔
い
が
残
り 
死
後
に
一
片
の
雨
雲
の
よ
う
に 
雨
降
れ
ば
身
軽
に
な
ろ
う 
こ
の
後
、
参
加
者
の
希
望
で
、
「蕭
軍
研
究
会
」
準
備
委
員
会
が
成
立
し' 
山
丁
が
会
長
に
選
ば
れ
た
。
七
月
一
日
、
山
丁
夫
妻
は
再
び
大
連
に
戻
り
、
療
養
生
活
を
続 
け
た
。
一
日
も
早
く
、
普
通
の
生
活
に
戻
る
た
め
に
、
夫
人
と
と 
も
に
登
山
、
水
泳
、
習
字:
：:
、
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
だ
。
夏
の
間
、
山
丁
は
病
状
が
安
定
し
て
お
り
、
身
体
は
見
事
に
回 
復
し
た
。
療
養
院
に
い
る
間' 
多
く
の
親
友
、
家
族
が
見
舞
い
に 
訪
れ
た
。
山
丁
は
皆
の
見
舞
い
を
快
く
迎
え
入
れ
た
。
療
養
院
や
家
族
は
、
国
慶
節
が
過
ぎ
て
か
ら
、
退
院
し
て
瀋
陽 
に
帰
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
山
丁
は
皆
が
引
き
留
め
た
に
も
か
82
か
わ
ら
ず' 
ハ
月
二
十
九
日
に
北
上
し
、
五
ヶ
月
ぶ
り
に
瀋
陽
の 
家
に
帰
っ
た
。
山
丁
は
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
何
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
ず
に
、
 
『蕭
軍
記
念
集
』
の
出
版
に
全
力
を
投
入
し
た
。
こ
の
一
年
に
、
山
丁
の
長
編
小
説
『
緑
の
谷
』
に
た
い
す
る
研 
究
は
、
ま
す
ま
す
込
み
入
っ
た
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
『
瀋
陽
師 
範
学
院
学
報
』
の
一
九
九
〇
年
第
一
期
に
、
遼
寧
社
会
科
学
院
文 
学
研
究
所
所
長
，
研
究
員
の
王
建
中
が
書
い
た
、
『
階
級
抗
争 
図
，
郷
土
風
俗
画
—
梁
山
丁
の
「
緑
の
谷
」
を
評
す
』
が
掲
載
さ 
れ
た
。
王
建
中
は
、
「
意
義
深
い
階
級
抗
争
図
」
、
「
さ
ま
ざ
ま
な 
人
物
像
」
、
「
色
彩
に
富
ん
だ
郷
土
風
格
画
」
な
ど
の
角
度
か
ら
作 
品
を
分
析
し
、
全
面
的
に
作
品
を
分
析
し
た
。
後
に
、
こ
の
論
文 
は
『
抗
戦
文
芸
研
究
』
に
収
録
さ
れ
た
。
山
丁
は
『
海
蘭
江
』
の
一
九
九
〇
年
四
十
ハ
期
に
、
書
評
『
梁 
鏡
の
「
山
参
曲
」
を
読
ん
で
』
を
、
一
九
九
〇
年
九
月
の
『
大
連 
日
報
』
に
『
蕭
軍
墓
碑
に
関
し
て
』
を
発
表
し
た
。
一
九
九
一
年 
七
十
八
歳
元
旦
後
、
待
ち
に
待
っ
た
『
蕭
軍
記
念
集
』
を' 
よ
う
や
く
世 
に
問
う
こ
と
が
で
き
た
。
山
丁
は
、
貪
る
よ
う
に
読
ん
で
、
喜
ん 
だ
。
『
蕭
軍
記
念
集
』
の
出
版
の
た
め
に
、
山
丁
を
は
じ
め
、
編
集
委
員
の
郭
鋒
、
李
正
中
、
張
毓
茂
、
于
雷
、
陳
睫
、
廬
湘
な
ど 
は
心
血
を
注
い
だ
。
盛
大
な
発
売
式
を
行
う
た
め
に
、
編
集
員
の
メ
ン
ー
バ
た
ち
は
、
 
綿
密
に
式
次
第
を
練
り
上
げ
た
。
三
月
四
日
、
『
蕭
軍
記
念
集
』
発
売
式
が
省
出
版
大
廈
で
盛
大 
に
行
わ
れ
た
。
三
月
中
に
、
宣
伝
、
本
の
仕
分
け
、
販
売
、
発
送 
な
ど
で
、
一
同
は
ま
た
、
一
苦
労
を
し
た
。
三
月
ハ
日
、
山
丁
の
も
と
に' 
日
本
の
友
人
ハ
木
寛
か
ら' 
『
十
五
年
戦
争
と
文
学
』(
山
田
敬
三
，
呂
元
明
編 
東
方
書
店)
が 
送
ら
れ
て
き
た
。
ハ
木
寛
は
、
現
在
、
東
方
書
店
の
支
配
人
で
あ 
り
、
四
十
年
代
の
「
満
映
」
時
代
の
友
人
で
も
あ
っ
た
。
 
四
月
三
十
日' 
山
丁
夫
妻
は' 
開
原
老
獅
子
溝
へ' 
山
丁
の
親 
の
墓
参
り
を
し
て
き
た
。
五
月
五
日
、
山
丁
は
「
東
北
淪
陥
時
期
文
学
国
際
学
術
研
討 
会
」
準
備
委
員
会
に
参
加
す
る
た
め
、
長
春
へ
赴
い
た
。
六
月
、
病
院
で
身
体
検
査
を
し
た
結
果' 
脳
梗
塞
の
危
険
性
が
、
 
依
然
と
し
て
高
い
と
警
告
さ
れ
た
。
九
月
の
国
際
学
術
会
議
に
出 
席
で
き
る
よ
う
に
、
山
丁
は
や
む
を
得
ず
再
び
遼
寧
中
医
病
院
に 
入
院
し
た
。
ハ
月
二
十
六
日
、
呼
蘭
で
「
蕭
紅
誕
生
ハ
十
周
年
学
術
研
究 
会
」
が
開
か
れ
た
。
山
丁
は
発
表
の
準
備
を
し
た
が
、
大
事
を
と
83
っ
て
、
参
加
を
断
念
し
た
。
九
月
二
日' 
山
丁
は
遼
寧
少
児
出
版
社
編
集
者
の
張
雨
問' 
杜 
暁
明
に
伴
わ
れ
て
、
長
春
「
東
北
淪
陥
時
期
文
学
国
際
学
術
研
討 
会
」
に
参
加
し
た
。
山
丁
の
会
議
に
寄
せ
た
論
文
『
私
と
郷
土
文 
学
』
は
、
優
秀
論
文
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
後
に
、
こ
の
論
文
は
、
 
一
九
九
二
年
第
二
期
の
『
社
会
科
学
陣
線
』
に
転
載
さ
れ
た
。
同 
時
に
、
馮
為
群
、
王
建
中
、
李
春
燕
、
李
樹
権
共
編
の
『
東
北
淪 
陥
時
期
文
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』(
瀋
陽
出
版
社)
に
も
収 
録
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に' 
山
丁
が
一
九
四
〇
年
に
書
い
た
短
編
小
説
『
残 
欠
者
』
が
、
『
中
国
新
文
学
大
系
』(
一
九
三
七
—
一
九
四
七)
の
第 
二
巻
，
第
三
冊
に
収
録
さ
れ
た
。
康
灌
が
書
い
た
前
書
き
の
、
山 
丁
に
対
す
る
評
価
は
、
極
め
て
高
か
っ
た
。
淪
陥
時
期
の
作
家
梅 
娘
、
田
琳
、
秋
螢
の
作
品
も
あ
っ
た
。
山
丁
は
自
分
の
作
品
の
入
っ
て
い
る
『
中
国
新
文
学
大
系
』
一一 
冊
が
贈
呈
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 
本
好
き
な
山
丁
は
、
一
月 
の
給
料
で
ワ
ン
セ
ッ
ト
二
十
冊
の
『
中
国
新
文
学
大
系
』
を
購
入 
し
た
。
こ
の
頃
、
山
丁
が
書
い
た
三
十
三
万
字
の
中
短
編
小
説
、
『
天 
の
は
て
に
伸
ば
し
た
大
地
』
が
、
ま
も
な
く
瀋
陽
出
版
社
か
ら
出 
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
本
の
出
版
は
、
晩
年
の
山
丁
に
と
っ
て
は
、
最
大
の
精
神
的
な
慰
め
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
山
丁
は
小
説
、
詩
を
書
く
以
外
、
 
書
道
と
絵
画
も
極
め
て
堪
能 
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
、
遼
寧
不
老
松
画
会
会
長
の
王
宴
と
知
り 
合
っ
た
。
王
宴
の
紹
介
で
、
山
丁
も
不
老
松
画
会
に
入
会
し
、
画 
会
の
顧
問
を
依
頼
さ
れ
た
。
九
月
、
山
丁
は
招
き
に
応
じ
て
、
遼
寧
省
「
九
・
一
八
事
変 
(
満
洲
事
変)
六
十
周
年
画
展
」
の
開
幕
式
に
参
加
し
た
。
展
示 
会
で
、
王
宴
、
魯
迅
美
術
学
院
院
長
の
王
盛
烈
と
記
念
撮
影
し
た
。
 
山
丁
は
、
ま
た
画
展
に
寄
せ
て
、
『
東
北
画
風
勃
興
を
祝
し
て
』 
を
書
き' 
一
九
九
一
一
年
二
月
の
『
文
学
信
息
』
に
発
表
し
た
。
 
十
月
、
山
丁
は
北
京
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
子
供
た
ち
や
友
人 
を
訪
ね' 
創
作
活
動
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が' 
都
合
に
よ
り' 
二
週
間
あ
ま
り
滞
在
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。 
十
一
月
五
日
、
主
編
の
山
丁
の
名
義
で
『
蕭
軍
記
念
集
』
出
版 
に
関
係
し
た
瀋
陽
在
住
の
友
人
を
集
め
、
『
蕭
軍
記
念
集
』
出
版 
の
成
功
を
祝
っ
た
。
こ
の
本
は
、
一
九
八
ハ
年
七
月
か
ら
始
ま
り
、
 
三
年
間
の
間
、
編
集
委
員
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
、
資 
金
の
工
面
も
し
、
よ
う
や
く
今
日
に
至
っ
て
、
立
派
に
上
梓
さ
せ 
た
も
の
だ
っ
た
。
参
加
者
は
、
山
丁
や
遼
寧
出
版
の
功
績
を
讃
え 
た
。
こ
う
し
て
、
『
蕭
軍
記
念
集
』
の
仕
事
に
、
正
式
に
ピ
リ
オ 
ド
が
打
た
れ
た
。
84
錦
県
人
民
政
府
蕭
軍
記
念
館
は
、
編
集
委
員
た
ち
の
功
労
に
酬 
い
る
た
め
、
全
員
に
掛
け
軸
を
送
っ
た
。
山
丁
が
も
ら
っ
た
掛
け 
軸
に
は
、
「
五
十
年
文
壇
の
知
己
肝
胆
相
照
ら
す
」
と
書
か
れ
て 
い
た
。
十
一
月
、
『
梁
山
丁
詩
選
』
が
出
版
さ
れ
た
。
草
色
の
表
紙
に 
印
刷
さ
れ
た
、
「
梁
山
丁
詩
選
」
と
い
う
五
文
字
は' 
親
友
の
李 
正
中
が
書
い
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
は
頁
数
が
少
な
く
、
些 
か
寂
し
く
感
じ
る
が
、
い
ず
れ
も
山
丁
が
慎
重
に
吟
味
し
た
詩
ば 
か
り
だ
っ
た
。
本
は
、
哈
爾
濱
文
学
院
が
出
資
、
印
刷
し
て
く
れ 
た
。
こ
の
た
め
に
、
親
友
の
陳
睫
は
大
い
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
。 
十
月
十
六
日
、
陳
隆
が
瀋
陽
へ
本
を
届
け
に
き
て
く
れ
た
時
、
山 
丁
は
感
激
し
て
、
自
ら
駅
へ
出
向
か
え
に
行
っ
た
。
十
二
月
二
十
四
日
、
山
丁
は
回
想
録
の
第
三
部
分
「文
壇
交
遊 
録
」
の
も
う
ー
編'
「
私
と
呉
瑛
・
呉
瑯
」
を
書
き
終
え
た
。 
『
千
山
文
庫
』
は
、
遼
寧
作
家
協
会
と
遼
寧
春
風
文
芸
出
版
社 
の
連
携
で
、
毎
年
作
家
協
会
に
属
し
て
い
る
作
家
の
本
を
計
画
的 
に
出
版
し
て
い
る
。
山
丁
は
こ
こ
数
年
で
、
数
多
く
の
仕
事
を
こ 
な
し
た
。
『
東
北
作
家
史
話
』
、
『
東
北
作
家
群
像
』
、
『
文
壇
交
遊 
録
』
、
そ
れ
に
「
序
と
跋
」
を
含
め
た
四
作
を
完
成
し
た
。
 
山
丁
は
、
二
十
万
字
の
散
文
集
と
四
千
字
の
「
序
」
を
十
二
月 
三
十
一
日
に
脱
稿
し
た
。
山
丁
は
、
『
梁
山
丁
散
文
選
』
の
一
日
も
早
い
出
版
を
心
か
ら
願
っ
た
。
こ
の
一
年
に
山
丁
は
、
詩
「
中
国
共
産
党
誕
生
七
十
周
年
を
祝 
し
て
」
を
一
九
九
一
年
九
月
十
七
日
の
『
哈
爾
濱
日
報
』
に
、
 
『東
北
淪
陥
時
期
文
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』(
一
九
九
二 
年
，
瀋
陽
出
版
社)
に
は
、
「
私
と
東
北
の
郷
土
文
学
」
が
収
録
さ 
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
張
青
楡
詩
文
集
を
祝
し
て
」
を
一
九
九 
一
年
九
月
三
日
の
『
文
学
信
息
』
に
発
表
し
た
。
一
九
九
ー 
ー
年 
七
十
九
歳
新
年
早
々
、
山
丁
は
『
移
植
文
学
と
の
抗
争
』
を
脱
稿
し
た
。
 
こ
れ
は
遼
寧
大
学
日
本
研
究
所
の
平
献
明
の
依
頼
で
書
い
た
も
の 
で
あ
る
。
一
月
七
日
、
黒
竜
江
大
学
教
授
、
哈
爾
濱
文
学
院
院
長
の
陳
睫 
が
、
山
丁
の
家
へ
や
っ
て
き
た
。
山
丁
を
哈
爾
濱
文
学
院
理
事
兼 
教
授
と
す
る
就
任
依
頼
書
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。
ハ
年
の
う
ち
に
、
 
山
丁
は
哈
爾
濱
文
学
院
か
ら
出
版
し
た
『
東
北
文
学
研
究
資
料
』 
計
七
冊
を
主
編
し
た
。
『
文
学
信
息
』
に
積
極
的
に
投
稿
し
、
無 
償
で
黙
々
と
多
く
の
仕
事
を
し
て
き
た
。
一
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
、
山
丁
は
陳̂
と
瀋
陽
出
版
社
主
催 
の
『
東
北
現
代
文
学
大
系
』
出
版
座
談
会
に
参
加
し
た
。
今
度
の 
出
版
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
黒
竜
江
、
吉
林
、
遼
寧
三
省
合
同
85
で
十
二
冊
も
の
編
集
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
山
丁
は
こ
の
新
た
な 
仕
事
に
、
非
常
に
熱
心
だ
っ
た
。
か
れ
は
、
自
分
の
編
集
し
た 
『東
北
淪
陥
時
期
系
列
叢
書
』
に
あ
る
散
文
部
分
と
詩
の
部
分
の 
原
稿
を
編
集
委
員
会
に
貸
し
た
り
、
原
稿
集
め
を
手
伝
っ
た
り
し 
た
。春
節
、
山
丁
夫
妻
は
北
京
で
子
供
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
し
た
。 
二
月
二
十
七
日
、
山
丁
は
親
友
、
女
流
作
家
田
琳
が
深
圳
で
急 
死
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
悲
し
さ
の
あ
ま
り
、
徹
夜
で
詩
『
田
琳 
を
偲
ん
で
』
を
書
い
た
。
田
琳
と
の
友
情
は
、
半
世
紀
前
に
築
い 
た
の
だ
っ
た
。
田
琳
を
追
悼
す
る
た
め
に
、
山
丁
は
、
三
月
十
日
、
瀋
陽
の
老 
友
と
相
談
し
て
、
省
作
家
協
会
幹
部
休
養
所
の
小
会
議
室
で
、
内 
輪
の
追
悼
会
を
催
し
た
。
参
加
者
に
は
、
木
風
夫
妻
、
李
正
中
、
 
朱
娓
夫
妻
、
郭
鋒
、
陳
南
夫
妻
、
王
建
中
、
劉
丹
華
、
里
揚
、
梁 
山
丁
・
李
素
秀
夫
妻
な
ど
が
い
た
。
三
月
末
に
、
山
丁
は
、
雑
誌
『
次
の
世
代
』
か
ら
の
依
頼
で
、
 
「
日
本
と
偽
政
府
の
統
治
の
下
で
」
を
寄
稿
し
た
。
九
月
二
十
六
日
、
遼
寧
組
合
大
廈
で
、
遼
寧
大
学
日
本
研
究
所 
主
催
に
よ
る
「
中
国
東
北
と
日
本
国
際
学
術
研
究
会
」
に
参
加
し 
た
。翌
二
十
七
日
、
同
じ
遼
寧
組
合
大
廈
で
、
劉
丹
華
の
新
作
『
旅
痕
心
曲
』
発
行
座
談
会
に
参
加
し
た
。
山
丁
は
こ
の
本
の
た
め
に 
序
を
書
い
て
い
た
。
十
二
月
三
十
日
、
山
丁
自
ら
自
分
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
つ
い
て
解 
釈
し
た
原
稿
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
は
山
丁
と
そ
の
文
学
を
研
究 
す
る
に
は' 
意
義
が
あ
る
。
年
が
開
け
る
と
、
黄
万
華
か
ら
、
『
東
北
淪
陥
時
期
文
学
史
論
』 
(
一
九
九
一
年
十
月
・
北
方
文
芸
出
版
社)
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ 
の
な
か
の
「
『
冷
霧
』
・
『夜
哨
』
か
ら
『
芸
文
志
』
、
『
文
叢
』
、
 
『
文
選
』
ま
で!
!
東
北
淪
陥
時
期
文
学
社
団
流
派
の
初
歩
的
考 
察
」
と
、
「
東
北
郷
土
文
学
の
勤
勉
な
開
拓
者-
-
山
丁
の
創
作 
を
論
ず
る
」
で
、
山
丁
の
文
学
が
紹
介
さ
れ
た
。 
こ
の
一
年
に
山
丁
は
、
以
下
の
文
章
を
書
い
た
。
一
九
九
二
年
四
月
の
『
遼
寧
政
協
報
』
に
「
蕭
軍
を
偲
ぶ
」
を
、
 
一
九
九
二
年
三
月
の
『
晩
晴
報
』
に
詩
「
女
流
作
家
田
琳
を
追
悼 
す
る
」
を' 
一
九
九
二
年
六
月
の
『
文
学
信
息
』
に
「
私
は
陳
睫 
と
の
友
情
」(
文
壇
交
遊
録
そ
の
一)
を
、
ハ
月
の
『
文
学
信
息
』 
に
「
羅
烽
を
想
う
」
を
、
 
一
九
九
二
年
二
月
の
『
晩
晴
報
』
に 
「
蕭
軍
に
関
す
る
二
冊
の
本
を
読
ん
で
」
を
寄
稿
し
た
。 
こ
の
ほ
か
に
、
一
九
九
一
一
年
八
月
二
十
八
日
、
「
日
本
帝
国
主 
義
と
東
北
淪
陥
時
期
文
化
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
 
「
関
外
郷
土
文
学
の
主
張
と
特
徴
」
と
い
う
題
で
発
表
し
た
。
後
86
に
、
こ
の
発
表
を
整
理
し
て
、
一
九
九
二
年
九
月
二
十
日
の
『
文 
学
信
息
』
に
載
せ
た
。
「
中
国
東
北
淪
陥
時
期
の
郷
土
文
学
」(
後 
書
き
付
き)
は
、
『
中
日
関
係
研
究
の
新
し
い
思
考
』(
遼
寧
大
学
出 
版
社
一
九
九
三
年
四
月)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
三
年 
ハ
十
歳
一
月
六
日
、
山
丁
は
蕭
紅
没
後
五
十
周
年
を
記
念
す
る
た
め
に. 
『
東
北
郷
土
文
学
開
拓
者
—
蕭
紅
』
を
書
い
た
。
七
日'
「
文
壇
交
遊
録
」
の
も
う
一
編
『
力
を
あ
た
え
て
く
れ 
た
女
作
家
呉
瑛
』
を
完
成
し
た
。
ハ
十
歳
に
も
な
っ
た
に
も
か
か 
わ
ら
ず
、
山
丁
は
一
日
た
り
と
も
創
作
を
怠
け
る
こ
と
は
な
か
っ 
た
。
「
文
壇
交
遊
録
」
の
次
作
『
秋
螢
を
記
す
』
を
手
が
け
よ
う 
と
し
た
八
日
の
午
後
、
山
丁
は
再
び
病
に
倒
れ
た
。
山
丁
は
遼
寧
中
医
学
院
附
属
病
院
幹
部
病
棟
に
運
ば
れ' 
脳
出 
血
と
診
断
さ
れ
た
。
病
状
は
極
め
て
深
刻
的
だ
っ
た
も
の
の
、
二 
十
日
あ
ま
り
の
治
療
の
甲
斐
あ
っ
て
、
山
丁
は
奇
跡
的
に
一
命
を 
と
り
と
め
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
遼
寧
中
医
学
院
附
属
病
院 
で
も
有
史
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
『
遼
寧
日
報
』
、
『
衛
生
と
生
活
』 
な
ど
の
新
聞
は
、
山
丁
の
四
ケ
月
に
わ
た
る
闘
病
生
活
を
報
道
し 
た
。五
月
、
東
北
師
範
大
学
日
本
研
究
所
教
授
呂
元
明
は
、
長
春
へ
山
丁
を
見
舞
っ
た
。
呂
元
明
は
、
日
本
社
会
文
学
会
代
表
・
法
政 
大
学
教
授
の
西
田
勝
の
慰
問
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
山
丁
が 
病
気
で
日
本
を
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
も
、
 
遺
憾
の
意
を
表
し
た
。
山
丁
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
、
遼
寧
人
民 
出
版
社
副
編
集
長
の
劉
丹
華
は
、
遼
寧
省
の
代
表
と
し
て
、
七
月 
一
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
日
本
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
劉
丹
華
は
帰
国
後
、
日
本
で
の
見
聞
を
山
丁
に
報
告
し
た
。 
十
二
月
三
十
日
、
遼
寧
省
作
家
協
会
老
幹
部
処
と
家
族
は
、
山 
丁
の
た
め
に
ハ
十
歳
の
誕
生
祝
い
と
、
文
学
活
動
六
十
周
年
の 
パ
ー
テ
ィ
を
催
し
た
。
省
作
家
協
会
副
主
席
、
旧
友
や
親
族
な
ど
、
 
約
八
十
人
が
参
加
し
た
。
中
国
共
産
党
員
に
な
る
こ
と
は
、
山
丁
に
と
っ
て
か
ね
て
か
ら 
の
願
望
で
あ
っ
た
。
病
気
が
も
っ
と
も
危
険
な
時
で
も
、
共
産
党 
入
党
の
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
一
九
九
三
年
三
月
五
日
、
省
作
家
協
会
は
山
丁
の
申
請
を
受
け 
入
れ
て
、
予
備
党
員
と
な
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
翌
年
の
三
月
六 
日
、
正
式
に
中
国
共
産
党
員
に
な
っ
た
。
六
十
年
来
、
山
丁
は
偽 
満
洲
時
代
、
国
民
党
統
治
、
社
会
主
義
国
家
建
設
な
ど
、
た
え
ず 
複
雑
な
時
代
変
遷
の
試
練
を
受
け
て
き
た
。
新
し
い
社
会
主
義
建 
設
の
過
程
に
お
い
て
、
山
丁
は
自
分
の
真
の
人
生
の
目
標
を
見
い 
出
し
、
共
産
主
義
の
た
め
に
自
分
の
す
べ
て
を
捧
げ
る
こ
と
を
誓
87
っ
た
。
一
九
九
四
年 
ハ
十
一
歳
山
丁
の
病
状
は
、
夫
人
の
献
身
的
な
看
護
の
下
で
、
退
院
し
て 
一
年
が
過
ぎ
て
か
ら
め
っ
き
り
回
復
し
た
。
散
歩
す
る
ほ
か
に
、
 
一
部
の
会
議
に
参
加
し' 
部
分
的
に
社
会
活
動
が
で
き
る
よ
う
に 
な
っ
た
。
四
月
七
日
、
山
丁
は
夫
人
に
伴
わ
れ
、
北
京
へ
療
養
に
向
か
っ 
た
。
四
月
の
北
京
は
、
春
う
ら
ら
か
で
、
万
物
蘇
る
も
っ
と
も
快 
適
な
季
節
だ
っ
た
。
山
丁
は
北
京
で
脳
の
検
査
を
し
た
ほ
か
に
、
環
境
を
換
え
て
、
 
子
孫
た
ち
と
の
団
樂
を
楽
し
む
の
が
目
的
だ
っ
た
。
家
族
愛
は
何 
よ
り
の
治
療
薬
で
あ
る
。
山
丁
夫
妻
は
、
北
京
で
四
十
日
も
滞
在 
し
、
五
月
二
十
日
に
瀋
陽
に
戻
っ
た
。
ハ
月
二
十
一
日
午
後
、
山
丁
夫
妻
は
瀋
陽
賓
館
で
、
西
田
勝
が 
率
い
る
日
本
社
会
文
学
会
訪
中
団
一
行
と
会
見
し
た
。
一
九
九
二 
年
、
長
春
で
知
り
合
っ
た
岡
田
英
樹
教
授
、
谷
本
澄
子
な
ど
と
再 
会
し
た
ほ
か
に
、
大
谷
大
学
専
任
講
師
の
李
青
や
、
周
海
林
な
ど 
の
新
し
い
友
人
と
も
歓
談
し
た
。
当
日
の
晩
に
、
座
談
会
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
に
は
山
丁
、
金 
湯
、
鉄
漢
、
木
風
、
劉
丹
華
な
ど
が
い
た
。
こ
の
老
作
家
は
、
訪
中
団
一
行
が
発
し
た
偽
満
洲
時
代
の
文
芸
諸
問
題
に
関
す
る
質
問 
に
答
え
た
。
山
丁
に
し
て
み
れ
ば
、
西
田
勝
と
日
本
の
友
人
の
尽
力
で
、
当 
時
多
く
の
東
北
抗
日
闘
志
と
劉
丹
華
を
迫
害
、
拷
問
し
た
土
屋
芳 
雄
を
見
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
が
、
非
常
に
印
象
深
か
っ
た
。
 
土
屋
芳
雄
は
、
事
前
に
吹
き
込
ん
だ
劉
丹
華
へ
の
謝
罪
の
テ
ー 
プ
を
座
談
会
で
放
送
し
た
。
会
議
後
に
、
こ
の
テ
ー
プ
を
劉
丹
華 
本
人
に
手
渡
し
た
。
会
議
の
合
間
に
、
山
丁
は
、
『
天
の
は
て
に
伸
ば
し
た
大
地
』
、
 
『
長
夜
螢
火
』'
『
燭
心
集
』
を
日
本
の
友
人
に
贈
っ
た
。
九
月
二
十
日
、
児
童
作
家
胡
景
芳
は
、
自
作
の
中
編
小
説
を
山 
丁
に
贈
っ
た
。
国
慶
節
に
、
山
丁
夫
妻
は
長
春
で
家
族
と
と
も
に
過
ご
し
た
。 
来
年
の
春
節
に
は
、
山
丁
の
曾
孫
が
誕
生
す
る
よ
て
い
で
あ
る
。
 
山
丁
は
家
族
団
樂
を
想
い
存
分
楽
し
ん
で
い
る
。
十
月
十
八
日
、
山
丁
は
遼
寧
省
不
老
松
画
会
会
長
の
王
宴
の
七 
十
七
歳
の
誕
生
会
に
出
席
し
た
。
参
加
者
に
は
、
魯
迅
美
術
学
院 
院
長
の
王
盛
烈
、
画
家
の
劉
恩
同
教
授
、
詩
人
暁
人
、
老
作
家
劉 
丹
華
な
ど
十
数
人
が
い
た
。
一
同
は
杯
を
あ
げ
て
、
王
宴
の
長
寿 
を
祈
っ
た
。
十
月
、
国
務
院
は
、
山
丁
に
百
元
の
国
家
特
別
補
助
金
を
支
給
88
す
る
こ
と
を
通
達
し
た
。
こ
れ
は
単
な
る
百
元
の
問
題
で
は
な
く
、
 
共
産
党
の
自
分
の
業
績
や
知
識
人
に
対
す
る
心
配
り
だ
と
山
丁
は 
認
識
し
、
国
家
の
こ
の
決
定
に
大
い
に
感
動
し
、
幸
せ
に
思
っ
た
。
 
山
丁
に
は' 
理
不
尽
な
二
十
年
の
冤
罪
を
蒙
っ
た
不
幸
な
歳
月
が 
あ
る
。
し
か
し
、
共
産
党
「
三
中
全
会
」
の
お
陰
で
、
苦
境
か
ら 
解
放
さ
れ
、
命
が
蘇
っ
た
。
か
れ
は
二
十
年
も
の
ブ
ラ
ン
ク
を
努 
力
し
て
埋
め
、
国
と
共
産
党
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
固
く
決
心
し 
た
。
一
九
九
五
年 
ハ
十
二
歳
一
月
四
日
、
山
丁
夫
妻
は
、
瀋
陽
迎
賓
館
で
、
吉
林
大
学
外
国 
語
学
院
で
客
員
教
授
を
し
て
い
る
原
武
哲
、
 
和
子
夫
妻
と
会
見
し 
た
。
原
武
哲
は
福
岡
文
学
院
短
期
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
夫
人
は 
久
留
米
市
青
峰
小
学
校
の
校
長
で
あ
る
。
原
武
哲
は
、
淪
陥
時
期
の
文
学
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
 
瀋
陽
で
当
時
の
老
作
家
の
と
の
座
談
会
の
開
催
を
望
ん
だ
。
原
武 
哲
夫
妻
と
と
も
に
東
北
師
範
大
学
の
教
授
呂
元
明
も
一
緒
に
瀋
陽 
に
来
て
く
れ
た
。
座
談
会
は
二
日
間
続
い
た
。
省
文
学
連
合
会
の 
副
主
席
の
李
樹
謙
、
瀋
陽
出
版
社
社
長
の
李
樹
権
、
お
よ
び
三
、
 
四
十
年
代
の
作
家
金
湯
、
鉄
漢
、
李
正
中
、
劉
丹
華
な
ど
が
参
加 
し
た
。
四
月
二
十
二
日
、
山
丁
は
、
瀋
陽
出
版
社
主
催
の
国
家
重
点
出 
版
図
書
、
『
東
北
現
代
文
学
大
系
』
の
編
集
討
論
会
に
参
加
し
た
。 
関
係
部
門
の
責
任
者
、
編
集
委
員
の
ほ
か
に
、
学
者
と
健
在
な
東 
北
老
作
家
、
計
四
十
人
が
出
席
し
た
。
年
初
め
に
、
西
田
勝
・
西
田
平
和
研
究
室
が
編
集
し
て
い
る 
『
地
球
の
一
占㈡
の
た
め
に
、
「
『
緑
の
谷
』
出
版
前
後
」
を
書
い 
て
、
七
十
五
、
七
十
六
期
に
掲
載
さ
れ
た
。
五
月
、
『
中
国
老
人
報
』
に
、
長
春
の
孟
語
夫
人
が
撮
影
し
た 
「
抗
戦
勝
利
五
十
周
年
の
前
に
老
作
家
は
戦
争
を
論
じ
る
」
と
題 
す
る
写
真
を
掲
載
し
た
。
写
真
の
右
か
ら
二
人
目
が
、
山
丁
で
あ 
る
。六
月
、
遼
寧
大
学
日
本
研
究
所
の
劉
立
善
は
、
山
丁
を
訪
ね
た
。
 
『
緑
の
谷
』
の
一
九
四
三
年
版
本
と
同
じ
年
に
出
版
さ
れ
た
日
本 
語
訳
本
を
返
し
て
く
れ
た
。
劉
氏
が
最
近
出
版
し
た
本
、
『
日
本 
の
白
樺
派
と
中
国
作
家
』(
遼
寧
大
学
出
版
社
一
九
九
五
年)
も
贈 
送
し
た
。
本
の
な
か
で
、
有
島
武
雄
と
梁
山
丁
の
作
品
に
つ
い
て 
の
比
較
が
行
わ
れ
て
お
り
、
学
術
界
で
注
目
を
集
め
た
。
 
九
月
十
八
日
午
前
、
山
丁
夫
妻
は
、
瀋
陽
東
盛
賓
館
三
階
で
開 
か
れ
た
「
中
国
蕭
軍
研
究
会
」
発
足
大
会
に
参
加
し
た
。
蕭
軍
死 
後' 
文
学
界
の
多
く
の
有
識
者
が
、
蕭
軍
研
究
会
の
設
立
を
望
み
、
 
山
丁
は
呼
び
か
け
人
の
一
人
だ
っ
た
。
席
上
、
「
中
国
蕭
軍
研
究
89
会
」
の
顧
問
に
山
丁
が
選
出
さ
れ
た
。
十
一
月
、
西
田
勝
・
西
田
平
和
研
究
室
が
編
集
し
て
い
る
『
地 
球
の
一
占
ぬ 
に
山
丁
が
書
い
た
「
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
会
議
参 
加
の
前
後
」
を
発
表
し
た
。
十
一
月
二
十
一
日
、
日
本
か
ら
『
大
谷
大
学
学
報
』
が
贈
ら
れ 
て
き
た
。
李
青
の
書
い
た
「
満
洲
文
学
の
一
側
面
—
梁
山
丁
の 
『
緑
の
谷
』
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
近
年
、
海
外
の
山
丁
研
究 
も
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
。
内
外
の
研
究
者
が
、
梁
山
丁
の
文
学
を
研
究
す
る
便
を
計
る
た 
め
、
山
丁
は
、
一
九
八
ハ
年
か
ら
『
梁
山
丁
研
究
資
料
』
を
編
集 
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
中
央
文
学
研
究
所
も
こ
の
本
を
出
版 
計
画
に
入
れ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
出
版
は
滞
っ
て
い
る
。
 
山
丁
の
健
康
を
祈
り
な
が
ら' 
本
の
一
日
も
早
い
出
版
を
祈
る
も 
の
で
あ
る
。
一
九
九
六
年 
八
十
三
歳
『
梁
山
丁
研
究
資
料
』
を
出
版
す
る
こ
と
は
、
山
丁
の
長
年
の 
願
望
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
公
務
の
忙
し
さ
の
あ
ま
り
、
っ 
い
ぞ
、
個
人
の
こ
と
を
顧
み
る
暇
は
な
か
っ
た
。
一
九
九
五
年
に
、
 
山
丁
は
重
病
に
二
回
も
入
院
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
夫
人 
の
李
素
秀
は
旧
・
新
友
を
集
め
、
よ
う
や
く
編
集
班
を
組
織
し
た
。
な
か
に
は
、
黒
竜
江
大
学
教
授
の
陳
曜
、
吉
林
省
文
学
研
究
所
副 
所
長
の
李
春
燕
副
研
究
員
、
同
研
究
所
の
馮
為
群
研
究
員
、
遼
寧 
省
文
学
研
究
所
所
長
の
王
建
中
研
究
員
、
遼
寧
大
学
の
張
毓
茂
教 
授
、
著
名
な
作
家
金
河
、
遼
寧
少
年
児
童
出
版
社
編
集
者
の
張
雨 
門
、
お
よ
び
山
丁
夫
人
李
素
秀
が
い
た
。
具
体
的
に
は
、
王
建
中 
と
李
素
秀
が
、
第
一
部
の
「
生
い
立
ち
」
、
金
河
は
、
第
二
部
の 
「
文
学
の
主
張
と
創
作
の
道
の
り
」
、
馮
為
群
と
李
春
燕
が
、
第 
三
部
の
「
研
究
論
文
抜
粋
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
ほ
か
の 
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
請
け
負
っ
て
く
れ
た
。
編
集
班
の
努
力
の
お
陰
で
、
一
九
九
六
年
の
秋
に
、
三
十
五
万 
字
の
原
稿
と
二
十
枚
の
各
時
代
の
意
義
あ
る
代
表
的
な
写
真
を
収 
集
し
、
整
理
し
た
。
張
毓
茂
教
授
は
、
出
版
局
の
局
長
于
金
蘭
に 
こ
の
原
稿
を
渡
し
、
出
版
の
申
請
を
し
た
。
于
金
蘭
局
長
の
話
で 
は
、
一
九
九
六
年
の
末
に
遼
寧
人
民
出
版
社
文
史
編
集
室
に
渡
し 
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
に
読
者
に
提
供
で
き
れ
ば
と 
願
っ
て
い
る
。
山
丁
は
『
梁
山
丁
研
究
資
料
』
の
編
纂
に
、
多
く
の
資
料
を
提 
供
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
名
誉
回
復
後
に
こ
つ
こ 
っ
と
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
数
多
く
の
友
人
が
評
論
文
な 
ど
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
か
れ
ら
は
、
偽
満
洲
時
代
を
と
も
に
通
り 
抜
け
て
き
た
旧
友
、
朝
鮮
戦
争
時
に
肩
を
並
ん
で
仕
事
し
て
き
た
90
同
僚
、
新
中
国
成
立
後
に
甘
苦
を
と
も
に
し
て
き
た
同
志
た
ち
で 
あ
る
。
か
れ
ら
の
文
章
は
、
山
丁
の
六
十
年
に
わ
た
る
文
学
生
涯 
に
お
け
る
生
活
、
仕
事
、
学
習
、
戦
い
な
ど
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角 
度
か
ら
回
想
を
し
て
い
る
。
山
丁
夫
人
は
、
ハ
万
字
か
ら
な
る
、
「
生
涯
の
略
歴
」
、
「
作
品 
年
表
」
、
「
ペ
ン
ネ
ー
ム
注
釈
」
、
「
評
論
文
章
目
録
」
を
書
い
た
。
 
文
学
な
ど
素
人
の
夫
人
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
至
難
の
仕
事
で
あ 
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
各
方
面
と
の
連
絡
を
一
手
に
引
き
受
け
た
。
 
山
丁
夫
妻
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
に
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
末 
孫
を
連
れ
て
、
長
春
、
三
岔
河
行
き
の
列
車
に
乗
っ
た
。
旅
行
中 
に
身
内
と
の
団
樂
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。
二
週
間
の
旅
を
終
え
て' 
ハ
月
十
七
日
に
日
本
社
会
文
学
会
と 
の
座
談
会
に
参
加
す
る
た
め
、
夫
妻
は
ハ
月
中
旬
に
瀋
陽
に
戻
っ 
た
。ハ
月
十
七
日
夜
七
時
、
山
丁
は
夫
人
に
伴
わ
れ
、
日
本
社
会
文 
学
会
座
談
会
に
参
加
し
た
。
長
春
に
き
た
日
本
の
友
人
の
ほ
か
に
、
 
瀋
陽
の
劉
丹
華
夫
妻
、
楊
絮
夫
妻
、
鉄
漢
な
ど
も
い
た
。
し
か
し
、
 
金
湯
、
李
正
中
、
木
風
な
ど
の
姿
は
な
か
っ
た
。
老
い
て
い
く
仲 
間
を
思
う
と
、
些
か
淋
し
か
っ
た
。
次
回
の
一
九
九
八
年
の
対
面 
の
と
き
に
は
、
何
人
、
来
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
山
丁
も
以
前
に
比
べ
れ
ば
、
め
っ
き
り
衰
え
て
き
た
。
座
談
会
で
挨
拶
も
完
璧
に
話
せ
な
か
っ
た
。
山
丁
は
脳
の
病
を
得
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
社
会
活
動
に
参
加 
し
な
く
な
っ
た
。
こ
の
年
の
十
月
七
日
、
山
丁
は
ま
た
遼
寧
中
医 
院
に
運
ば
れ
、
十
一
月
末
か
ら
自
宅
療
養
に
換
わ
っ
た
。 
十
二
月
三
十
一
日
、
山
丁
は
八
十
三
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
 
一
九
九
七
年
の
最
初
の
日
、
一
月
一
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
め
く
ら 
れ
た
と
き
、
山
丁
は
ハ
十
四
歳
の
年
を
歩
み
始
め
た
。 
こ
こ
で
山
丁
の
長
寿
を
祈
り
、
祖
国
の
文
学
の
貢
献
に
力
添
え 
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
本
稿
は
梁
山
丁
夫
人
李
素
秀
が
提
供
し
た
資
料
を
訳
者
が
翻
訳
、
 
整
理
し
、
そ
れ
に
加
筆
と
若
干
の
訂
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
『
梁
山
丁
の
歩
み
』
も
連
載
の
最
終
回
を
迎
え
、
原
稿
の
最
終 
チ
ェ
ッ
ク
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
ち
よ
う
ど
そ
の
時
に
、
山 
丁
夫
人
の
李
素
秀
女
史
よ
り
、
七
月
二
十
四
日
に
山
丁
死
去
の
計 
報
を
聞
か
さ
れ
た
。
山
丁
夫
妻
と
は
、
昨
年
の
夏
に
長
春
で
お
会
い
し
た
。
山
丁
は 
こ
こ
二
、
三
年
病
に
お
そ
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
私
と
会
っ
た
時 
に
は
元
気
そ
う
に
談
笑
し
て
い
た
。
別
れ
際
に
、
瀋
陽
で
の
再
会 
を
約
束
し
た
。
私
は
ま
だ
そ
の
時
の
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
 
そ
れ
が
山
丁
と
の
最
後
の
対
面
に
な
っ
て
し
ま
う
と
は
、
夢
に
も
91
思
わ
な
か
っ
た
。
誠
に
や
り
切
れ
な
い
思
い
で
一
杯
で
あ
る
。
 
山
丁
は
一
九
九
七
年
七
月
二
十
四
日
に
死
去
し
た
。
享
年
ハ
十
三
歳
。
か
れ
は
波
乱
の
人
生
に
幕
を
お
ろ
し
、
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
。
 
か
れ
が
残
し
て
く
れ
た
作
品
群
は
、
い
く
に
ち
が
い
な
い
。
ご
冥
福
を
祈
る
。
い
つ
ま
で
も
読
ま
れ
続
け
て
(
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